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第５回東京外かく環状道路とまちづくりに関する連絡会
及び第１９回幹事会の開催結果について

１．会議概要
１）日 時 平成１４年５月１４日（火）午後４時３０分～６時

２）場 所 東京都庁第一本庁舎４２階北側特別会議室Ｂ

３）内 容 ①連絡会及び幹事会の経緯

・第４回連絡会（平成１３年４月２６日）及び

第１８回幹事会（平成１４年３月２６日）の議事確認

・幹事会の開催経緯

②規約の改正について

③これまでの主な動きについて

④ＰＩ外環沿線協議会（仮称）について

⑤外環についての意見交換

⑥その他

２．会議の主な内容
１）連絡会及び幹事会の経緯

①第４回連絡会及び第１８回幹事会の議事確認について

（事務局） 事務局より説明。

＜質疑なし。＞

②幹事会の開催経緯について

（事務局） 事務局より説明。

＜質疑なし。＞

２）規約の改正について

（事務局） 事務局より説明。

＜質疑なし、規約が承認された。＞

３）これまでの主な動きについて

（ 都 ） 第４回連絡会開催以降の主な動きについて報告。

＜質疑なし。＞

４）ＰＩ外環沿線協議会（仮称）について

（ 都 ） ＰＩ外環沿線協議会（仮称 （以下、沿線協議会という）について、名称、）

目的、位置づけ等必要な事項を、構成員に諮った上、規約として取りまとめて

いきたい。

また、議論の進め方、議事録の作成、進行役の役割等、沿線協議会の運営に

関してその他必要な事項については、別途、運営細則を定めていきたいと考え

ている。
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（区・市） これまで、ＰＩ外環協議会（仮称）準備会（以下、準備会という）では、名

称をＰＩ外環協議会（仮称）としてきたが、新たに沿線協議会としたのはどう

してか。

（ 都 ） 東京環状道路有識者委員会（以下、有識者委員会という）の委員からの助言

もあり、この沿線協議会の性格として、沿線の方々を中心としていることをは

っきりさせるため、沿線協議会という名称を提案したいと考えている。

正式には、規約として構成員に諮った上、決定することとなる。

（区・市） 沿線協議会の構成員は、沿線７区・市の関係者に限られるのか。

（ 都 ） 国・都からは、沿線７区・市において、外環に関する活動をしている方で、

かつ、ご意見をお持ちの方を推薦いただくよう依頼している。

よって、基本的には、沿線７区・市に在住している方々で構成されることに

なると考えている。

（区・市） 沿線協議会は、結論を出す場ではないようだが、会議において出された意見

等はどのように取り扱うつもりか。

（ 都 ） 繰り返しの議論を避けながら、意見の取りまとめ等を行えるよう努めていき

たいと考えている。

（区・市） 沿線協議会では、どれくらい期間をかけて議論するのか。

（ 都 ） 現時点では不明確であるが、有識者委員会の第一次提言で指摘されているよ

うに、十分な議論を行う一方、時間管理を念頭に置きつつ、方向性を持ちなが

ら進めて行ければと考えている。

（区・市） 国・都、各区・市と協力しながら、沿線協議会を住民参画の一つとして成功

させていきたい。

５）外環についての意見交換

（区・市） 行政としては、議会を含めた過去の経緯についても無視できず、そのあたり

を勘案しながら対応していきたいと考えている。

（区・市） 昨年度から今年度にわたり、沿線の気象、計画地周辺地域のまちづくり、地

上部の利用等について調査を実施している。

（区・市） 外環に関する買取請求特別措置制度について、制度の骨格はできているが細

部はまだ詰まっていないと聞いており、なるべく早く実現に向けて方向性を出

してほしい。

（ 都 ） 外環の国幹道としての基本計画が定まっていない中、将来の買戻機関がどこ

か定まっていないこと、都には土地開発公社がないため、買い取りにあたって

は区・市の土地開発公社を活用さざるを得ないこと等が課題となっている。

この制度が地権者の生活再建を目的とするものであるため、課題を解決し、

区・市のご協力も得ながら、今年度中に何とか実現させたい。

（区・市） 沿線協議会以外の意見把握の場として、オープンハウスの設置を検討してい

るようだが、住民が気軽に質問したり、相談できるような場となるよう留意し

てほしい。

（区・市） ＰＩを市民参画と訳した以上、人数や対象等にできるだけ制約を設けない方

法で、柔軟に取り組んでほしい。

また、もう少し積極的な姿勢で取り組んほしい。
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（ 都 ） そういう認識を十分持って取り組みたい。

６）その他

（区・市） その他、各区・市における最近の動きとして、議会関係では、

・沿線協議会での活発な議論を非常に期待している

・外環に関する買取請求特別措置制度について、国・都は、積極的に取り組む

意欲があるのか

という意見表明や質疑応答が行われた旨報告があった。

また、

・所管の委員会に、沿線協議会の構成員の推薦について説明し、同意を得た

・外環建設促進議員連盟の会員が、計画地を上空からヘリコプターにより視察

した

という報告があった。

さらに、地元関係では、

・計画地周辺の地元町会や団体が主催する個別説明会が開催され、国と都が説

明を行った

・計画のたたき台の公表以後、これまでの反対一辺倒から、やるなら早くやっ

てほしい、逆にやらないならもうやめてほしいという意見が出てくるなど、

町会等から一定の動きが出てきた

・計画地周辺地域のまちづくり協議会において、まちづくりについて勉強して

いる

・地元反対団体の集会があり、ＰＩ外環協議会（仮称）設立に向けた確認内容

の説明と今後の反対運動についての報告が行われた

という報告があった。

【総 括】

○ 第４回連絡会及び第１８回幹事会の議事内容が確認された。

○ 規約の改正について、異議なく承認された。

○ これまでの主な動きについて報告された。

○ ＰＩ外環沿線協議会（仮称）について、報告及び質疑が行われた。

○ そのほか、外環についての意見交換が行われた。
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